
２００９年８月３１日

日本原燃株式会社
 

「再処理施設の工事計画」の変更に関わる今後の作業内容について 

＜工程見直しの基本的考え方＞ 
○今回の工程見直しでは、安全を最優先にアクティブ試験およびその再開に必要な復旧作業に、慎重かつ着実に取り組むことが基本 

（１）これまでのガラス固化施設の試験、セル内作業の実績を踏まえ、試験や復旧作業に付随するリスクを洗い出し、その対応策を予め講ずる 

 

 

 
（２）今後の試験、操業に向けて、固化セル内の機器の点検を徹底的に行う（必要に応じて補修を実施）  

 （３）ガラス固化試験の安定運転に万全を期すため、実規模モックアップ試験施設（ＫＭＯＣ）を活用し、データの収集、分析を実施する 
 

２００９年１２月までを目途 ２０１０年７月までを目途 ２０１０年１０月までを目途 
 

●セル内機器点検及びレンガ回収 
 年内を目途にセル内機器の点検、レンガの回収、溶融炉からの

ガラス抜き出しを実施 

●溶融炉内残留物除去作業及びセル内機器点検 
溶融炉内の残留物の除去および円滑な試験に万全を期すための

セル内機器の点検を再実施し、２０１０年７月を目途にアクティブ試

験再開を準備 

●ガラス固化施設のアクティブ試験 
不溶解残渣を含まない高レベル廃液から試験再開し、データを

取得しつつ不溶解残渣を含む高レベル廃液のガラス固化試験

を行い２０１０年１０月にしゅん工 

主
な
作
業
等 

   

① セル内洗浄作業 ⑧再熱上げ ⑤セル内機器点検 

②セル内機器点検 
⑨ガラス固化試験 ⑥溶融炉内残留物除去

（溶融炉内観察） 

③熱上げ・レンガ回収 
ＡＴ報告書提出 

⑦セル内機器点検 
④ガラス抜出し・放冷 
（溶融炉内観察） 
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作
業
リ
ス
ク
の
対
応
等 

②セル内機器点検（レンガ回収熱上げ前） 
・熱上げ前の機器の確認 

‐高レベル廃液漏えいに係る対応として実施することとした固化

セル内の機器の点検（固化セル内約 400 機器のうち約 220 機

器を対象）を洗浄作業後に継続して実施 

‐点検した機器の一部については洗浄作業による影響の有無を

確認するために再度点検を実施 

・予備品の先行手配 

③レンガ回収 
・各種要素試験、モックアップ試験を通じた回収装置の改良 

・レンガ回収訓練の徹底 

・複数回のレンガ回収期間を設定 

⑥溶融炉内残留物除去 
・残留物除去作業のガラス残留量を前回の２倍と想定 

・「現行残留物除去装置」に加え「高効率残留物除去装置」を準備

・残留物除去作業訓練の徹底 

⑤⑦セル内機器点検（ガラス固化試験・熱上げ前）
 ・ガラス固化試験の熱上げ前の計画的な再点検を段階的に実施 

 

⑨ガラス固化試験 
・ガラス固化試験の安定運転に万全を期するため、実規模モック

アップ試験施設（ＫＭＯＣ）を活用し、データ収集、分析の実施 

 

しゅん工 



補足資料 

（１）固化セル内の遠隔保守作業 

 
 

○固化セル 

ガラス溶融炉Ａ 

ガラス溶融炉 B 

固化セル内全景 固化セル内配置／遠隔保守作業の方法 

(1)固化セルは、縦約５０ｍ×横約２５ｍ×高さ約２５ｍの広さがあり、非常に多くの機器が存在 

これらの機器が設置されている場所は高線量のため、セル内機器の保守は、主にパワーマニピュレータ等を使用して実施 

(2)保守には以下の２つの方法 

①パワーマニピュレータ等による遠隔操作によりセル内機器等の分解、調整、部品交換、組立て等を実施（セル内洗浄作業、レンガ回収

後の作業もこの方法） 

②パワーマニピュレータ等による遠隔操作による、機器の取外し及び保守室／保守セルへの移動を行い、人による直接的な保守を実施 
 

固化セル保守室

固化体廃棄物除染セル
固化ｾﾙｸﾚｰﾝ保守ｾﾙ

固化セル

固化セル（収納区域）

ガラス溶融炉　A

クレーン

クレーン

クレーン

クレーン

パワーマニピュレータ

ガラス溶融炉　Ｂ

しゃへい扉

クレーン

パワーマニピュレータ

②

② 

① 
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（２）固化セル内機器の点検／洗浄作業 

固化セル内洗浄作業 

固化セル内の機器 約４００機器 

高レベル廃液の硝酸分の影響

を受けたと思われる機器 

点検機器選定 
約２２０機器 

異常時の対応 
・補修又は予備品と交換 
・レンガ回収前熱上げに支障のないことを確認 

レンガ回収前の熱上げ 

・外観確認 
・絶縁抵抗測定 
・作動確認 

ガラス固化試験前の熱上げ 

ガラス固化試験の熱上げ前の計画的

な再点検の段階的な実施 

高レベル廃液が直接付着し

た機器の洗浄に加え、 

固化セル内機器の点検 
 

R0133

洗浄作業をより安全に実施するため以下の対策を実施 

(1)貫通プラグの隙間充填に使用されているシール材を、念のためチタニウムパテに交換し、

シール性を向上 

(2)固化セルに隣接する部屋の線量上昇の抑制を図るために、貫通プラグに水パージ治具を設

置し、貫通スリーブと貫通プラグに水膜を形成することで洗浄液の浸入防止及び希釈効果

による線量上昇を抑制 

(3)ITV カメラにより高レベル廃液の付着が確認された範囲を中心に、高圧水を用いて適切に

洗浄 

東側作業台

ガラス溶融炉Ａ

Y0129

給電ブスバー

投入口

ドリップトレイ

ITV（T105下段側設置）

ITV（T163）

M11補助ホイスト

カプラ（オス）

M11　P/M

高圧水ホース

先端ノズル
貫通スリーブ

シール部（Oリング）
仮置き架台

カプラ（メス）

Y0129

エアコネクタ
BOX

貫通プラグ

Y0219

概略図

洗浄水の浸入により、線
量が上昇したため、純水
を供給し、洗浄水の浸入
を防止する。

洗浄ノズル

上部より洗浄水を挿
入する。

ガラス溶融炉A廃ガス冷却器
先端スリット部洗浄水供給ライン

ﾊﾟﾜｰﾏﾆﾋﾟｭﾚｰﾀ 
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（３）レンガの回収作業 
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レンガ回収作業手順 モックアップ試験 

把持状態 

モックアップ試験装置の概要 

回転状態 

 

 

 

①原料供給器
を取り外す 

②保守治具入口シャッタの取付 

③負圧維持 
の開始 

固化ガラス 

模擬ガラスビーズ 

 

 

 

 

 

 

ハンドル 

 

 

 

 

主電極間通電 

補助電極間通電 
主-底間通電 

 

 

レンガ回収治具 

 

①保守治具入口シャッタの設置 ②レンガ回収治具の設置 

 

 

 

 

 ～

 

 
レンガ回収治具カバー 

保守治具入口シャッタ保護管 

覗き窓 

①レンガ回収ハンドの上昇 

②通電の復旧 

極間通電 主電

補助電極間通電 
（主-底間通電） 

③レンガ回収作業（把持） ④レンガ回収作業（回転・収納）

①模擬ガラスビーズの供給後、原料供給器を取り外し、保守治具入口シャッタを設置 

②ガラスが十分に溶融後、保守治具入口シャッタの上部にレンガ回収治具を設置 

③ハンドルをパワーマニピュレータで回転させ、ハンド部先端を閉じることにより 

レンガを把持 

④レンガを把持した後、ハンド部を上昇させ、レンガ回収治具カバー内部へ収納 

 

モックアップ範囲 

レンガ回収治具 

耐火レンガ 
 

保守治具入口シャッタ
間接加熱装置

主電極 

補助電極

底部電極
回収レンガ

溶融ガラス

 

 

 

レンガ回収装置 

 

 

レンガ把持試験の概要 

下記事項を考慮した試験を実施 
・ レンガの大小 
・ レンガの把持高さ 
・ レンガの把持角度 

落下したレンガの

把持角度を考慮 
 

レンガ
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ITVカメラ

防塵ブーツ

 

 

ニードルスケーラ

フラックスチッパ

空圧ハンド

エアーチッパ 

（４）溶融炉内残留物除去作業 

「現行の残留物除去装置」 「高効率残留物除去装置」 

<ガラス溶融炉内> 

残留物除去装置 

残留物回収装置 

【拡大図】 

除去工具 

ITV カメラ 

吸引ノズル 

残留物除去装置 

残留物回収装置 

<ガラス溶融炉内> 

<高レベル廃液ガラス固化建屋固化セル>

ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ 
ｶｯﾀｰ 

【高効率残留物除去装置の特徴】 

 ・装置がシンプルであるため故障率が低い 

・炉内のガラス片回収作業が現行装置より速い

  （現在、更に改良検討中） 

【拡大図】


